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(57)【要約】
【課題】装飾用パネルやフレームに開口部を設けること
なく、装飾用パネルを照明する光源の光を用いてコイン
受け皿を照明する遊技機を提供する。
【解決手段】遊技機１は、保護カバー５１と減光手段６
１を備える装飾用パネル４０を有する。保護カバー５１
は、光透過性部材によって構成されており、前面扉３の
前面で上下に延在する表示部５２と、表示部５２の下端
で折曲されてコイン受け皿３３に対向する対向部５３と
が一体に形成されている。減光手段６１は、遮光プレー
ト６２と開口部６６を有しており、保護カバー５１の対
向部５３に取り付けられる。これにより、保護カバー５
１に開口部を開けることなく、コイン受け皿３３を適切
な光量で照明する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面扉の前面に装飾用パネルとコイン受け皿が上下に離間して配置され、前記装飾用パ
ネルの裏面側に該装飾用パネルを照明する照明装置の光源が配置された前面扉を有する遊
技機において、
　前記装飾用パネルは、
　上下に延在する表示部と、該表示部の下端で折曲されて後方に向かって延在し、前記コ
イン受け皿に対向する対向部とが一体に形成され、光源から照射される光を透過させる光
透過性部材によって構成された保護カバーと、
　前記保護カバーの対向部の少なくとも一部を覆い、前記光源から前記コイン受け皿に向
かって照射される光を減光する減光手段と、
　を有することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記装飾用パネルは、
　前記保護カバーの表示部に脱着可能に取り付けられ、機種名や遊技に関わるキャラクタ
等が表示された装飾シートを有することを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記減光手段は、
　前記保護カバーの対向部に取り付けられ、前記光源から前記コイン受け皿に向かって照
射される光を遮光する遮光プレートと、
　該遮光プレートに開口して前記光源から前記コイン受け皿に向かって照射される光を通
過させる開口部によって構成されることを特徴とする請求項１又は２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記減光手段は、
　前記開口部に脱着自在に取り付けられる光透過性の透過光調整部を有することを特徴と
する請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記対向部と前記コイン受け皿との間の位置で、前記前面扉の前面に露出し、所定の情
報が表示される情報表示部を有し、
　前記開口部は、前記光源から照射されて前記開口部を通過した光が前記情報表示部を照
明する位置に開口することを特徴とする請求項３又は４に記載の遊技機。
【請求項６】
　前記装飾シートは、前記表示部の内面に沿って前記表示部の上端から下端に亘って延在
するように取り付けられ、
　前記遮光プレートは、前記対向部の上面に沿って取り付けられて、前記表示部の内面と
の間に前記装飾シートの下端を挟持する構成を有することを特徴とする請求項３～５のい
ずれか１項に記載の遊技機。
【請求項７】
　前記装飾シートには、位置決め孔が穿設されており、
　前記保護カバーには、前記表示部に前記装飾シートを取り付けた場合に前記位置決め孔
に挿入されて前記装飾シートの位置決めを行う突起部が突設されていることを特徴とする
請求項６に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機の前面扉に設けられた装飾用パネルを、装飾用パネルの裏面側に配置
した光源によって照明する遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スロットマシン等に代表される遊技機は、遊技媒体であるコイン（メダル）を使用して
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遊技を楽しむように構成されており、通常１回の遊技で予め設定された入賞役に入賞する
と所定枚数のコインが払い出されるように設定されている。そして、遊技機の前面扉の下
方位置に設けられたコイン払出口から払い出されたコインをコイン貯留部に収容するよう
にしている。
【０００３】
　図１１は、従来の遊技機に設けられているコイン貯留部１０１の構成を説明する図であ
る。コイン貯留部１０１は、前面扉１１１の下方位置に設けられたコイン払出口１１３か
ら払い出されるコインＭを貯留するものであり、前面扉１１１の左右の幅方向に延在する
ように取り付けられて固定されている。
【０００４】
　コイン貯留部１０１は、前面扉１１１の幅方向へ略水平に延在する平坦な底面１０３ａ
を有し、コイン払出口１１３から払い出されたコインを受ける底板部１０３と、底板部１
０３から上方に向かって延出し、払い出されたコインの外方への流出を防ぐコイン流出阻
止壁部１０５と、コイン流出阻止壁部１０５の上端部で上方に向かって開口するコイン取
り出し口１０７とを有している。なお、前面扉１１１の前面側には、遊技機の機種名等を
デザインした表示パネル１１５が設けられ、表示パネル１１５の裏面側から蛍光灯１１７
等の照明装置によって照明されている。
【０００５】
　上記構成を有するコイン貯留部１０１の場合、入賞役に入賞することによって前面扉１
１１のコイン払出口１１３から払い出されたコインＭは、コイン貯留部１０１の底板部１
０３上に貯留されていた。また、払い出されたコインＭは、コイン貯留部１０１のコイン
流出阻止壁部１０５に接触して跳ね返ることによって外方へ漏れ出ることのないようにさ
れていた。
【０００６】
　そして、コイン貯留部１０１の内部のコインＭを掴み取ってコイン取り出し口１０７か
ら取り出し、遊技機の前面扉１１１に設けられたコイン投入口（図示せず）にコインを投
入することにより遊技を開始するようにしていた。
【０００７】
　そして、遊技を終了するときには、電子的に貯留されていた全てのコインをコイン払出
口１１３から払い出し、コイン貯留部１０１に収容された全てのコインを回収するように
していた。
【０００８】
　ところが、遊技機の配置されている遊技場は、演出効果等の観点から室内照明を暗くし
た状態であることが多く、また、表示パネル１１５を裏面側から照明する蛍光灯１１７の
光が、表示パネル１１５を保持するフレーム１１４によって遮られて、コイン貯留部１０
１を照明することはできなかった。したがって、コイン貯留部１０１の内部のコインＭを
回収する場合、コイン取り出し口１０７の上方からコイン貯留部１０１のコインＭを認識
しづらく、底板部１０３上のコインＭの取り忘れが発生していた。
【０００９】
　また、遊技場の室内照明が明るい場合でも、図１１に示すように、フレーム１１４が前
面扉１１１から手前側に向かって突設されており、遊技場の室内照明がコイン貯留部１０
１の内部にまで到達しづらい状況にあった。従って、遊技場の室内照明が暗いときと同様
にコイン貯留部１０１のコインＭを認識しづらく、コインＭの取り忘れが屡々発生してい
た。
【００１０】
　そこで、従来よりコイン貯留部１０１内のコインＭの取り忘れを防止する種々の遊技機
が提案されている。例えば、遊技機の表示パネルを保持するフレームに開口部を設けて、
開口部に導光板を挿着し、照明装置の光の一部を導光板の一端から導光板に入射させて、
導光板の他端から射出させる光でメダル受け皿を照明する遊技機が提案されている（例え
ば、特許文献１を参照）。
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【００１１】
　また、遊技機の前面扉から手前側の方向に突出するように配置された表示パネル保持枠
において、表示パネル保持枠内に保持される表示パネルを裏面側より照射する照明装置の
光が通過する開口部をコイン貯留部と対向する表示パネル保持枠の下面に開口形成し、開
口部に透光性部材を嵌め込み、照明装置の光を透光性部材に通過させてコイン貯留部を照
明する遊技機が提案されている（例えば、特許文献２を参照）。
【００１２】
【特許文献１】特開平６－２６１９７３号公報
【特許文献２】特開平１０－１７４７３８号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、上述の特許文献１に示される従来技術の場合、フレームに開口する開口
部と、開口部に挿着された導光板との隙間から針金等の棒状の異物を挿入して遊技機の設
定状態を不正に変更する等の不正行為が行われることが懸念される。
【００１４】
　同様に、上述の特許文献２に示される従来技術の場合、表示パネル保持枠に開口する開
口部と、開口部に嵌め込まれた透光性部材との間から針金等の棒状の異物を挿入して遊技
機の設定状態を不正に変更する等の不正行為が容易に行われるおそれがある。
【００１５】
　また、照明装置の光が通過する開口部の大きさが過剰に大きいと、メダル受け皿の照明
が強すぎて遊技者が眩しく感じて、遊技操作を誤ったり、遊技に集中できない等の弊害が
懸念される。
【００１６】
　本発明は、上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、装飾用パネルやフレー
ムに開口部を設けることなく、装飾用パネルを照明する光源の光を用いてコイン受け皿内
を適切に照明する遊技機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記課題を解決する請求項１に記載の発明による遊技機は、前面扉３の前面に装飾用パ
ネル４０とコイン受け皿３３が上下に離間して配置され、装飾用パネル４０の裏面側に装
飾用パネル４０を照明する照明装置の光源Ｐが配置された前面扉３を有する遊技機１にお
いて、装飾用パネル４０は、上下に延在する表示部５２と、表示部５２の下端で折曲され
て後方に向かって延在し、コイン受け皿３３に対向する対向部５３とが一体に形成され、
光源から照射される光を透過させる光透過性部材によって構成された保護カバー５１と、
保護カバー５１の対向部５３の少なくとも一部を覆い、光源Ｐからコイン受け皿３３に向
かって照射される光を減光する減光手段６１とを有することを特徴とする。
【００１８】
　請求項１に記載の発明によると、照明装置の光源Ｐから照射された光によって装飾用パ
ネル４０の表示部５２を照明すると共に、照明装置の光源Ｐからコイン受け皿３３に向か
って照射された光を減光手段６１によって減光し、対向部５３を透過してコイン受け皿３
３に照射される光の光量を調整することができる。従って、適切な光量の光でコイン受け
皿３３を照明でき、遊技者にとって眩しすぎず、且つコイン受け皿上のコインの存否確認
を容易なものとし、コイン受け皿３３上のコインの取り忘れを防ぐことができる。
【００１９】
　そして、保護カバー５１の表示部５２と対向部５３が一体に形成されており、上記従来
技術のように、光を通過させるための開口部等が保護カバー５１に開口形成されていない
ので、針金等の棒状の異物が保護カバー５１を貫通して挿入されるのを防止でき、遊技機
１の設定状態を不正に変更する等の不正行為を防ぐことができる。
【００２０】
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　また、減光手段によって対向部５３を覆う範囲を増減したり、減光手段を、減光量が異
なる他の減光手段に変更すること等によって、対向部５３を透過してコイン受け皿３３に
照射される光の光量を簡単に調整することができる。従って、例えば、遊技場の照明の明
るさに応じてコイン受け皿の照明を適宜変更することができる。
【００２１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の遊技機１において、装飾用パネル４０は、
保護カバー５１の表示部５２に脱着可能に取り付けられ、機種名や遊技に関わるキャラク
タ等が表示された装飾シート４１を有することを特徴とする。
【００２２】
　請求項２に記載の発明によると、照明装置の光源Ｐから照射された光によって装飾シー
ト４１を照明でき、表示部５２に機種名や遊技に関わるキャラクタ等を際立つように表示
させることができる。また、装飾シート４１を保護カバー５１から取り外すことができ、
装飾用パネル４０のリサイクル処理を簡単化できる。そして、装飾シート４１を遊技機１
の機種名や遊技に関わるキャラクタ等が異なる装飾シート４１に交換することによって、
保護カバー５１を再利用することができる。
【００２３】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の遊技機１において、減光手段６１は
、保護カバー５１の対向部５３に取り付けられ、光源Ｐからコイン受け皿３３に向かって
照射される光を遮光する遮光プレート６２と、遮光プレート６２に開口して光源Ｐからコ
イン受け皿３３に向かって照射される光を通過させる開口部６６によって構成されること
を特徴とする。
【００２４】
　請求項３に記載の発明は、上記請求項に記載した減光手段６１の具体的な構成の一例を
示したものであり、これによれば、照明装置の光源Ｐからコイン受け皿３３に向かって照
射された光を、遮光プレート６２で遮光すると共に、その光の一部を開口部６６に通過さ
せることができる。
【００２５】
　従って、光源Ｐからコイン受け皿３３に向かって照射された光を減光することができ、
対向部５３を透過してコイン受け皿３３に照射される光の光量を調整することができる。
従って、適切な光量の光でコイン受け皿３３を照明でき、遊技者にとって眩しすぎず、且
つコイン受け皿３３上のコインの存否確認を容易なものとし、コイン受け皿３３上のコイ
ンの取り忘れを防ぐことができる。
【００２６】
　また、遮光プレート６２を、開口部６６の大きさが異なる他の遮光プレート６２に交換
することによって、コイン受け皿３３に照射される光の光量を簡単に調整することができ
る。従って、例えば、遊技場の照明の明るさに応じてコイン受け皿３３の照明を適宜変更
することができる。
【００２７】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の遊技機１において、減光手段６１は、開口
部６６に脱着自在に取り付けられる光透過性の透過光調整部６８を有することを特徴とす
る。
【００２８】
　請求項４に記載の発明によると、透過光調整部６８の光透過量に応じてコイン受け皿３
３に照射される光の光量を調整することができる。従って、例えば、コイン受け皿３３の
照明を、遊技場の照明の明るさに応じた適切な光量に調整できる。
【００２９】
　また、透過光調整部６８を交換することによって、透過光調整部６８の色や形状に応じ
た光によってコイン受け皿３３を照明することができる。従って、例えば、透過光調整部
６８の色の変更によって、照明装置の光源Ｐが照射する光の色と異なる色を有する光をコ
イン受け皿３３に照射でき、コインを実際の色とは異なる色に見せる等の演出の幅を広げ
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ることができる。また、光を拡散する形状の透過光調整部６８を採用することによって、
コイン受け皿３３全体を照明することもできる。
【００３０】
　請求項５に記載の発明は、請求項３又は４に記載の遊技機１において、対向部５３とコ
イン受け皿３３との間の位置で、前面扉の前面３に露出し、所定の情報が表示される情報
表示部３４を有し、開口部６６は、光源Ｐから照射されて開口部６６を通過した光が情報
表示部３４を照明する位置に開口することを特徴とする。
【００３１】
　請求項５に記載の発明によると、照明装置の光源Ｐから照射されて開口部６６を通過し
た光によって、情報表示部３４を照明することができる。従って、室内照明が暗い場合で
あっても、情報表示部３４を前面扉３の前方から容易に視認でき、情報表示部３４に表示
された情報を取得することができる。
【００３２】
　請求項６に記載の発明は、請求項３～５のいずれか１項に記載の遊技機１において、装
飾シート４１は、表示部５２の内面に沿って表示部５２の上端から下端に亘って延在する
ように取り付けられ、遮光プレート６２は、対向部５３の上面に沿って取り付けられて、
表示部５２の内面との間に装飾シート４１の下端を挟持する構成を有することを特徴とす
る。
【００３３】
　請求項６に記載の発明によると、遮光プレート６２と表示部５２の内面との間に装飾シ
ート４１の下端を挟持するので、装飾シート４１を保護カバー５１に簡単且つ確実に固定
でき、装飾シート４１の剥がれや、装飾シート４１の位置ずれを防ぐことができる。また
、保護カバー５１から遮光プレート６２を取り外すことによって、装飾シート４１の挟持
を解除でき、装飾シート４１を保護カバー５１から簡単に取り外すことができる。
【００３４】
　そして、装飾シート４１を保護カバー５１に確実に固定できるので、装飾シート４１を
保護カバー５１に貼着する必要がなく、装飾シート４１を保護カバー５１に取り付ける作
業、及び、装飾シート４１を保護カバー５１から取り外す作業を簡単化できる。そして、
装飾シート４１を保護カバー５１から簡単に分離できるので、保護カバー５１のリサイク
ル処理や再利用を容易にできる。
【００３５】
　請求項７に記載の発明は、請求項６に記載の遊技機において、装飾シート４１には、位
置決め孔４２が穿設されており、保護カバー５１には、表示部５２に装飾シート４１を取
り付けた場合に位置決め孔４２に挿入されて装飾シート４１の位置決めを行う突起部５５
が突設されていることを特徴とする。
【００３６】
　請求項７に記載の発明によると、表示部５２に装飾シート４１を取り付けた場合に、突
起部５５を装飾シート４１の位置決め孔４２に挿入して、装飾シート４１の位置決めを行
うことができる。従って、保護カバー５１に対して装飾シート４１を予め設定された位置
に位置決めでき、装飾シート４１を保護カバー５１に取り付ける作業を簡単化できる。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によると、照明装置の光源からコイン受け皿に向かって照射された光を減光手段
によって減光し、対向部５３を透過してコイン受け皿に照射される光の光量を調整するこ
とができる。従って、適切な光量の光でコイン受け皿を照明でき、遊技者にとって眩しす
ぎず、且つコイン受け皿上のコインの存否確認を容易なものとし、コイン受け皿上のコイ
ンの取り忘れを防ぐことができる。
【００３８】
　そして、保護カバーの表示部と対向部が一体に形成されているので、針金等の棒状の異
物が保護カバー５１を貫通して挿入されるのを防止でき、遊技機の設定状態を不正に変更
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する等の不正行為を防ぐことができる。
【００３９】
　また、減光手段によって対向部を覆う範囲を増減したり、減光手段を、減光量が異なる
他の減光手段に変更すること等によって、対向部を透過してコイン受け皿に照射される光
の光量を簡単に調整することができる。従って、例えば、遊技場の照明の明るさに応じて
コイン受け皿の照明を適宜変更することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４０】
　以下、本発明の実施の形態について、遊技機の一例としてスロットマシン１の場合を例
に図面に基づいて説明する。図１は、スロットマシン１の前面扉３が閉じた状態を示す斜
視図、図２は、スロットマシン１の前面扉３が開いた状態を示す斜視図、図３は、スロッ
トマシン１の下部を正面から見た図、図４は、スロットマシン１の正面下部を断面により
示す図である。
【００４１】
　スロットマシン１は、図１及び図２に示すように、筐体２と前面扉３とからなる正面視
略矩形状の本体４を有する。筐体２は、スロットマシン１の骨格をなす部材であり、図２
に示すように、前面側を開放部とした箱形状を有している。筐体２の内部には、各種の図
柄等が表示される複数個の回転リール１１ａを有するリールユニット１１や、スロットマ
シン１の遊技動作を制御するメイン制御基板等を収納した制御基板収納ボックス１２、電
源スイッチやリセットスイッチ等を備える電源ボックス１３、遊技媒体であるコインを貯
留する貯留タンク１４ａ及び貯留タンク１４ａ内から所定枚数のコインを排出してコイン
受け皿３３（図１を参照）に払い出す払出装置１４ｂを備えたホッパ１４等が収容されて
いる。
【００４２】
　前面扉３は、略平板状のフレーム２０に、スタートレバー２６やセレクタ９等の種々の
装置類が装着されて構成されている。フレーム２０は、フレーム２０の上端部から高さ方
向略中央部まで下方に移行するに従って手前側に突出するように傾斜した傾斜部２０Ａと
、傾斜部２０Ａの下端から手前側に突出してフレーム２０の左右に亘って所定の高さ幅で
延在する突出部２０Ｂと、突出部２０Ｂよりも奥側に後退した位置で突出部２０Ｂからフ
レーム２０の下端部まで垂下する垂下部２０Ｃを有する。
【００４３】
　フレーム２０は、左端部の上下複数カ所がヒンジ５によって筐体２に連結されて取り付
けられ、筐体２の前面側の開放部を容易に開放及び閉塞できるようになっている。そして
、フレーム２０の右端部には、筐体２に対して前面扉３を閉塞して施錠状態とする施錠装
置６と、その施錠装置６による施錠状態を解除して前面扉３を開放するためのキーシリン
ダ７が設けられている。
【００４４】
　そして、前面扉３の前面には、フレーム２０に取り付けられた装置類によって、上方か
ら下方に向かって順番に並ぶように、演出部３Ａ、表示部３Ｂ、操作部３Ｃ、装飾部３Ｄ
、払出部３Ｅが形成されている。
【００４５】
　演出部３Ａは、遊技者に対して光や音、映像を用いて演出を行う演出装置２１を有する
。演出装置２１は、フレーム２０の傾斜部２０Ａに取り付けられており、遊技の進行に伴
って転倒・点滅する上部ランプ２１ａと、上部ランプ２１ａの下方位置で左右両側に各々
配置されて種々の効果音等を発生させる一対のスピーカ２１ｂ－１、２１ｂ－２と、これ
ら一対のスピーカ２１ｂ－１、２１ｂ－２の間に配設されて、画像・映像等の種々の情報
を表示する液晶ディスプレイ２１ｃを有する。
【００４６】
　表示部３Ｂは、遊技者に遊技状態を示す表示用パネル２２を有する。表示用パネル２２
は、フレーム２０の傾斜部２０Ａに開口する矩形の開口部に嵌合されて取り付けられてい
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る。表示用パネル２２の略中央位置には、透明又は半透明な材質によって表示窓２２ａが
一体成形されており、その表示窓２２ａから筐体２内の回転リール１１ａを視認できるよ
うになっている。
【００４７】
　操作部３Ｃは、表示用パネル２２の下端から手前側に向かって平面状に突出する突出部
２０Ｂの上面部２０Ｂａに、ベットボタン２３とコイン投入口２４とが左右に離れて設け
られている。そして、上面部２０Ｂａの手前側の端部で折曲されて垂下する突出部２０Ｂ
の前面部２０Ｂｂに、精算ボタン２５、回転リール１１ａの回転開始を指示するためのス
タートレバー２６、回転リール１１ａの回転停止を支持するためのストップボタン２７等
の各操作手段が横一列に並ぶように配設されている。突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂには
各操作手段の周りをカバーするカバー部材２８が取り付けられている。カバー部材２８は
、フレーム２０の突出部２０Ｂの前方で左右に亘って延在する帯板形状を有している。
【００４８】
　装飾部３Ｄは、機種名や遊技に関わるキャラクタ等を表示する装飾用パネル４０を有す
る。装飾用パネル４０は、装飾用パネル４０の裏面側に設けられた照明装置の光源Ｐから
照射される光によって照明されて、装飾が際立つようになっている。照明装置は、光源Ｐ
として２本の冷陰極管を備えており、図４に示すように、装飾用パネル４０の表示部とフ
レーム２０の垂下部２０Ｃとの間で、互いに上下に離間して前面扉３の左右に延在し、両
端がフレーム２０に支持されている。光源Ｐは、電源の供給を受けて放射状に光を照射す
る。尚、装飾用パネル４０の構成については、後に詳細に説明する。
【００４９】
　払出部３Ｅは、コイン払出口３１や演出用スピーカ３２ａ、３２ｂ、コイン受け皿３３
等を有する。コイン払出口３１は、図３に示すように、フレーム２０の左右方向略中央位
置に開口形成されており、排出用通路８（図２を参照）の下流端が連通して接続されてい
る。演出用スピーカ３２ａ、３２ｂは、コイン払出口３１の左右方向両側に位置するよう
に前面扉３のフレーム２０に取り付けられている。
【００５０】
　コイン受け皿３３は、コイン受け皿取付板３０を介してフレーム２０に取り付けられて
いる。コイン受け皿取付板３０は、一枚の平板状の金属板によって構成されており、フレ
ーム２０の垂下部２０Ｃに重ね合わせるように取り付けられて、前面扉３の左右に亘って
延在し、左右の演出用スピーカ３２ａ、３２ｂの前面を覆っている。
【００５１】
　コイン受け皿取付板３０の略中央には、フレーム２０のコイン払出口３１の位置に対応
してコイン出口３０ａが開口形成されており、コイン払出口３１からコイン受け皿３３に
コインが排出されるようになっている。また、コイン受け皿取付板３０の左右両側には、
演出用スピーカ３２ａ、３２ｂの位置に対応して複数の小孔３０ｂがメッシュ状に形成さ
れて、演出用スピーカ３２ａ、３２ｂからの音声等が前面扉３の前方である手前側に向か
って発せられるようになっている。
【００５２】
　そして、コイン受け皿取付板３０には、所定の情報を表示する情報表示部３４が設けら
れている。情報表示部３４は、前面扉３の前面に露出するように、コイン出口３０ａの上
方と、その左右両側の合計で３箇所に配設されている。情報表示部３４には、登録認証番
号が表示された証紙、製造番号等の情報が表示されたシール等が貼付される。そして、情
報表示部３４に貼付された証紙等を保護するための保護カバーが脱着可能に取り付けられ
ている。
【００５３】
　コイン受け皿３３は、フレーム２０の垂下部２０Ｃから手前側に突出して前面扉３の左
右に延在するように取り付けられている。コイン受け皿３３は、コイン払出口３１よりも
下方位置で底面が左右に広がる底板部３３Ａと、底板部３３Ａの外端縁に沿って設けられ
て底面から上方に延出する縦壁部３３Ｂを有し、コイン受け皿取付板３０に取り付けられ
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た場合に、縦壁部３３Ｂとコイン受け皿取付板３０との間に囲まれて上方が開放された所
定枚数のコインを貯留可能な貯留空間を形成する構成を有する。
【００５４】
　縦壁部３３Ｂは、コイン受け皿取付板３０から手前側に向かって延出するように基端が
コイン受け皿取付板３０に固定される左右一対の側面壁部３３Ｂａ、３３Ｂｂと、コイン
受け皿取付板３０に沿って左右に延在するように一対の側面壁部３３Ｂａ、３３Ｂｂの先
端間を連結してコイン払出口３１に対向配置される正面壁部３３Ｂｃを有する。
【００５５】
　左側面壁部３３Ｂａは、前面扉３の左端部よりも内方に位置し、前面扉３の左端部と左
側面壁部３３Ｂａとの間には灰皿３３Ｃが配設されている。右側面壁部３３Ｂｂは、前面
扉３の右端部に沿って位置し、コイン受け皿取付板３０から手前側に向かって移行するに
したがって右側面壁部３３Ｂｂの上端が漸次下方に移行し、正面壁部３３Ｂｃの上端に滑
らかに連続している。
【００５６】
　次に、装飾用パネル４０の詳細な構成について、以下に説明する。
【００５７】
　図５は、装飾用パネル４０の背面斜視図、図６は、装飾用パネル４０の分解斜視図、図
７は、係止爪５６による装飾用パネル４０の上部の取付状態を断面により示す図、図８は
、固定ねじＳＣ１による装飾用パネル４０の上部の取付状態を断面により示す図、図９は
、装飾用パネル４０の下部の取付状態を断面により示す図、図１０は、装飾用パネル４０
の下部を断面により示す図である。
【００５８】
　装飾用パネル４０は、図５及び図６に示すように、装飾シート４１と、保護カバー５１
と、遮光手段６１を有する。装飾シート４１は、軟質性で且つ照明装置の光源Ｐから照射
された光を透過する光透過性のシート部材、例えばポリカーボネート等の合成樹脂シート
によって構成されている。装飾シート４１は、保護カバー５１の表示部５２の内面側に沿
うように配置した場合に、表示部５２の内面に層状に重なり表示部５２の内面全体を覆う
形状に形成されている。装飾シート４１の上辺部には、保護カバー５１に対する装飾シー
ト４１の位置決めを行う位置決め孔４２が穿設されている。位置決め孔４２は、上辺部に
設けられた左右に離間して上方に向かって突出する一対の舌状片４３に各々穿設されてい
る。そして、装飾シート４１を保護カバー５１に取り付けて、装飾シート４１の位置決め
孔４２に、保護カバー５１の突起部５５を挿入した場合に、保護カバー５１に位置決めさ
れるようになっている。
【００５９】
　装飾シート４１には、機種名や遊技に関わるキャラクタ等が印刷されており（図示せず
）、照明装置の光源Ｐから照射された光によって照明され、光が透過することによって、
保護カバー５１の表示部５２に、機種名や遊技に関わるキャラクタ等が際立つように表示
される。
【００６０】
　保護カバー５１は、フレーム２０の垂下部２０Ｃの前方で上下に延在する表示部５２と
、表示部５２の下端で折曲されて後方に向かって延在し、コイン受け皿３３に対向する対
向部５３とが一体に形成され、透明又は半透明のプラスチックやアクリル等、硬質の合成
樹脂製材料等の光透過性部材によって構成されている。
【００６１】
　保護カバー５１の表示部５２は、一定の高さ幅で前面扉の左右に亘って平面状に延在し
、左右両側で後方に向かって湾曲してフレーム２０の左右の側面に滑らかに連続する形状
を有し、対向部５３は、表示部５２の下端で折曲されて表示部５２の左右の両端部間に亘
って平面上に延在し、コイン受け皿３３の底板部３３Ａの上方に所定の距離だけ離れて対
向し、後端がコイン受け皿取付板３０に突き当たる形状を有する。
【００６２】
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　保護カバー５１は、図４に示すように、突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂから表示部５２
が垂下して操作部３Ｃのカバー部材２８と面一に延在し、垂下部２０Ｃに対してほぼ直角
に対向部５３が延在して垂下部２０Ｃに当接し、上方が突出部２０Ｂの下面部２０Ｂｃに
よって閉塞され且つ後方が垂下部２０Ｃによって閉塞された、照明装置の光源Ｐを収容す
る外部から隔絶された室内空間を形成する。
【００６３】
　表示部５２の上部には、図５及び図６に示すように、挟持部５４が連続して延設されて
いる。挟持部５４は、突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂとカバー部材２８との間に挟持され
る。挟持部５４には、装飾シート４１の位置決めを行う突起部５５と、保護カバー５１の
上部をフレーム２０に係止する係止爪５６と、保護カバー５１の上部をフレーム２０に固
定するための固定部５８が形成されている。
【００６４】
　突起部５５は、挟持部５４の内面に突設されており、装飾シート４１を表示部５２の内
面側に沿って配置した場合に、装飾シート４１の位置決め孔４２に挿入されて、保護カバ
ー５１に対する装飾シート４１の位置決めを行う。突起部５５は、挟持部５４の左右に互
いに離間した位置に各々設けられている。
【００６５】
　係止爪５６は、突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂに設けられた係止孔Ｈ１に前方から挿入
された場合に、係止孔Ｈ１の縁に係止されて抜脱方向への移動を規制する構成を有する。
係止爪５６は、各突出部２０Ｂの近傍位置に突設された腕部５７の先端に形成されている
。腕部５７は、挟持部５４の上端から後方に向かって突出しており、保護カバー５１の下
方に向かって付勢することによって弾性変形し、また、付勢力の消失により復元して元の
位置に戻る構成を有する。
【００６６】
　係止爪５６は、図７に示すように、腕部５７に対してほぼ垂直となるように腕部５７の
上方に段差状に形成された段差面５６ａと、腕部５７の基端側から先端側に移行するに従
って段差面５６ａの上縁から下方に向かって移行するように傾斜した傾斜面５６ｂとを有
する。傾斜面５６ｂは、係止爪５６を係止孔Ｈ１に挿入する際に、係止孔Ｈ１の内壁面に
当接して腕部５７を下方に向かって撓ませる方向に付勢できるように形成されている。段
差面５６ａは、係止爪５６を係止孔Ｈ１に挿入して通過させた状態で、フレーム２０の裏
面に対向できるように平面状に形成されている。
【００６７】
　従って、保護カバー５１の上部をフレーム２０の前方からフレーム２０に接近する方向
に移動させて、係止爪５６を係止孔Ｈ１に挿入した場合に、係止爪５６の傾斜面５６ｂを
係止孔Ｈ１の内壁面に当接させて、腕部５７の先端側を下方に向かって弾性変形させて、
係止爪５６を係止孔Ｈ１内に通過させることができ、係止孔Ｈ１から前面扉３の裏面側に
突出させて、段差面５６ａをフレーム２０の裏面に対向させ、係止孔Ｈ１の縁に係止し、
抜脱方向への移動を規制することができる。
【００６８】
　固定部５８は、図５及び図６に示すように、一対の係止爪５６よりも左右方向外側に離
間した位置に各々形成されている。固定部５８は、図８に示すように、挟持部５４の上端
から後方に向かって膨出する有底筒状の膨出部５８ａの底面に貫通孔５８ｂが穿設されて
構成されている。固定孔５８ｂには、フレーム２０を貫通してフレーム２０の裏面側から
固定ねじＳＣ１が挿通され、固定ねじＳＣ１の先端がカバー部材２８のねじ穴２８ａに螺
入される。従って、挟持部５４は、突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂとカバー部材２８との
間に挟持されて固定される。
【００６９】
　保護カバー５１の対向部５３は、図４に示すように、コイン受け皿取付板３０の上端部
とほぼ同じ高さ位置に配置されて、コイン受け皿３３の底板部３３Ａと対向し、対向部５
３の後端部がコイン受け皿取付板３０に当接するように構成されている。対向部５３の後
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端部には、減光手段６１の遮光プレート６２を取り付けるためのねじ穴５３ａが螺設され
ている。ねじ穴５３ａは、保護カバー５１の左右方向に所定間隔をおいて配置されている
。
【００７０】
　減光手段６１は、保護カバー５１の対向部５３の少なくとも一部を覆い、光源Ｐからコ
イン受け皿３３に向かって照射される光を減光する構成を有する。減光手段６１は、保護
カバー５１の対向部５３に取り付けられ、光源Ｐからコイン受け皿３３に向かって照射さ
れる光を遮光する遮光プレート６２と、遮光プレート６２に開口して光源Ｐからコイン受
け皿３３に向かって照射される光を通過させる開口部６６と、開口部６６に脱着自在に取
り付けられる光透過性の透過光調整部６８によって構成される。尚、透過光調整部６８は
、減光手段６１の必須の構成要件ではなく、省略しても良い。
【００７１】
　遮光プレート６２は、照明装置の光源Ｐから照射された光を遮光する、例えば黒色等の
合成樹脂製材料によって構成されている。遮光プレート６２は、図５及び図６に示すよう
に、対向部５３の上面に重ね合わせた状態で取り付けられ、対向部５３の上面全面を覆う
大きさの略平板形状を有する。
【００７２】
　遮光プレート６２の先端縁部には第１フランジ部６３が形成されている。第１フランジ
部６３は、遮光プレート６２を対向部５３に取り付けた場合に、表示部５２の下端部に沿
って左右に亘り、表示部５２の内面に対向して表示部５２の内面との間に装飾シート４１
の下端部を挟持する構成を有する。従って、装飾シート４１を表示部５２の内面に沿うよ
うに押さえ付けることができ、装飾シート４１の下端部の捲れ上がりが防止される。
【００７３】
　遮光プレート６２の後端縁部には第２フランジ部６４が形成されている。第２フランジ
部６４は、図１０に示すように、保護カバー５１をフレーム２０に取り付けた場合に、表
示部５２の下端部とほぼ同一の高さ位置でコイン受け皿取付板３０の上端部に沿って左右
に亘り、コイン受け皿取付板３０の表面に接面する構成を有する。
【００７４】
　かかる構成により、例えば保護カバー５１に対して前方から衝撃エネルギーが加えられ
た場合に、衝撃エネルギーを保護カバー５１の対向部５３から遮光プレート６２に伝達し
、遮光プレート６２の第２フランジ部６４からコイン受取皿取付板３０に伝達し、コイン
受取皿取付板３０からフレーム２０に伝達することができ、第２フランジ部６４からコイ
ン受取皿取付板３０に伝達する際に、コイン受取皿取付板３０に対して直交する方向に伝
達することができる。従って、対向部５３に対して上下に付勢する力が作用するのを防ぎ
、保護カバー５１の破損を防ぐことができる。
【００７５】
　第２フランジ部６４には、遮光プレート６２を保護カバー５１に固定するためのねじ取
付孔６４ａが穿設されている。ねじ取付孔６４ａは、図９に示すように、対向部５３の上
面に遮光プレート６２を配置させた場合に、対向部５３のねじ穴５３ａに対応して同軸上
に配置されるように設けられている。そして、ねじ取付孔６４ａには、対向部５３の後方
から固定ねじＳＣ２が挿通され、固定ねじＳＣ２の先端が対向部５３のねじ穴５３ａに螺
入される。従って、遮光プレート６２は、対向部５３の上面に沿って重ね合わせた状態で
保護カバー５１に固定される。
【００７６】
　また、第２フランジ部６４には、保護カバー５１の下部をフレーム２０に係止する係止
片６５が突設されている。係止片６５は、コイン受け皿取付板３０の上端部に切欠形成さ
れた切欠部３０ｃに、コイン受け皿取付板３０の前方から挿入された場合に、切欠部３０
ｃに係止されて、抜脱方向への移動を規制する構成を有する。
【００７７】
　係止片６５は、遮光プレート６２を保護カバー５１の対向部５３に固定した状態で、対
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向部５３の後端縁部よりも後方に突出して後端から下方に向かって突出する略Ｌ字形状を
有する。そして、コイン受け皿取付板３０の切欠部３０ｃに前方から挿入した場合に、先
端が垂下部２０Ｃの凹部２０Ｃａに進入して、コイン受け皿取付板３０の裏面に対向して
、保護カバー５１の下部がコイン受け皿取付板３０から前方に移動するのを規制するよう
に形成されている。
【００７８】
　開口部６６は、図４に示すように、光源Ｐの下方位置、より正確には、光源Ｐとコイン
受け皿３３との中間位置であって、光源Ｐから照射された光が通過してコイン受け皿３３
を照明する位置に設けられている。
【００７９】
　開口部６６は、図６に示すように、左右に所定間隔をおいて複数が一列に並ぶように配
設されている。そして、図３に示すように、各情報表示部３４の上方に位置し、光源Ｐか
ら照射されて開口部６６を通過した光によって、コイン受け皿３３を照明すると共に、情
報表示部３４を照明する位置に配置されている。
【００８０】
　開口部６６は、一定幅で遮光プレート６２の長手方向に延在する矩形の長孔形状をなし
、その大きさは、光源Ｐからコイン受け皿３３内を照明するのに必要で且つ遊技者が眩し
くない程度の光量の光を透過させることができる大きさに設定されている。
【００８１】
　開口部６６は、図１０に示すように、下部と上部との間に段差６６ａを有し、下部より
も上部の方が若干小さくなるように形成されている。開口部６６の周囲には、上方に向か
って突出するようにリブ６７が突設されている。
【００８２】
　透過光調整部６８は、例えば透明又は半透明で且つ黄色等の有色の合成樹脂製材料によ
って構成されており、一定幅で長手方向に延在する帯板形状を有する。そして、遮光プレ
ート６２の下方から開口部６６に挿入した場合に開口部６６に嵌合されて、開口部６６の
段差６６ａに当接した状態で透過光調整部６８の下面が遮光プレート６２の下面と面一と
なる形状を有する。
【００８３】
　透過光調整部６８には、透過光調整部６８を開口部６６に取り付けるための係止爪６９
が設けられている。係止爪６９は、透過光調整部６８の長手方向両端部から上方に向かっ
て突出する腕部６８ａの先端にそれぞれ設けられている。各腕部６８ａは、互いに接近す
る方向である透過光調整部６８の長手方向中央に向かって付勢することによって弾性変形
し、また、付勢力の消失により復元して元の位置に戻る構成を有する。
【００８４】
　各係止爪６９は、腕部６８ａに対してほぼ垂直面となるように互いに離反する側に突出
して段差状に形成された段差面６９ａと、腕部６８ａの基端側から先端側に移行するに従
って段差面６９ａの外縁から透過光調整部６８の長手方向中央に向かって移行するように
形成された傾斜面６９ｂを有する。
【００８５】
　傾斜面６９ｂは、透過光調整部６８を開口部６６に嵌合させる際に、開口部６６の内壁
面に当接して腕部６８ａを透過光調整部６８の長手方向中央に向かって撓ませる方向に付
勢するように形成され、段差面６９ａは、係止爪６９が開口部６６を通過して腕部６８ａ
の撓みが元に戻った状態で、リブ６７の頭頂面に対向して抜脱方向への移動を規制するよ
うに形成されている。
【００８６】
　従って、透過光調整部６８を図６に示す姿勢状態で遮光プレート６２の下方から開口部
６６内に挿入した場合に、係止爪６９の傾斜面６９ｂを開口部６６の内壁面に当接させて
、腕部６８ａを透過光調整部６８の長手方向中央に向かって弾性変形させて係止爪６９を
開口部６６内に通過させることができ、開口部６６から遮光プレート６２の上方に突出さ
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せて、開口部６６に嵌合させた状態で係止させることができる。そして、係止爪６９を互
いに接近する方向に付勢して係止を解除することによって、開口部６６から透過光調整部
６８を取り外すことができ、例えば、色や光屈折形状が異なる透過光調整部６８に交換可
能な構成となっている。
【００８７】
　尚、本実施の形態では、透過光調整部６８を開口部６６に嵌合して係止爪６９により係
止して取り付ける場合を例に説明したが、透過光調整部６８を遮光プレート６２にねじ止
めして開口部６６を透過光調整部６８で閉塞するように取り付ける構成としてもよい。
【００８８】
　次に、上記構成を有する装飾用パネル４０をフレーム２０に取り付ける場合について説
明する。まず、装飾シート４１の表面に印刷された機種名やスロットマシン１に関わるキ
ャラクタ等が保護カバー５１の表示部５２を透過して表示部５２の外側から見えるように
、装飾シート４１を表示部５２の内面側に配置する。その際、装飾シート４１の位置決め
孔４２に保護カバー５１の挟持部５４から突出する突起部５５を挿入して、装飾シート４
１を位置決めする。
【００８９】
　次いで、遮光プレート６２を保護カバー５１の対向部５３の上に重ねるように配置し、
固定ねじＳＣ２を遮光プレート６２のねじ取付孔６４ａに挿入して対向部５３のねじ穴５
３ａに螺入し、遮光プレート６２を対向部５３に固定する。これにより、装飾シート４１
の下端部が表示部５２の内面と遮光プレート６２の第１フランジ部６３との間に挟持され
、装飾シート４１の下部が表示部５２の内面から剥がれたり、装飾シート４１が正規の位
置からずれるのを防ぐことができる。
【００９０】
　そして、装飾用パネル４０をフレーム２０に正対させて、保護カバー５１の下部をフレ
ーム２０の垂下部２０Ｃに接近させ、遮光プレート６２の係止片６５を、コイン受け皿取
付板３０の切欠部３０ｃに前方から挿入し、切欠部３０ｃに係止させて、保護カバー５１
の下部をフレーム２０に支持させる。
【００９１】
　それから、保護カバー５１の上部をフレーム２０の突出部２０Ｂに接近させ、挟持部５
４に設けられた係止爪５６を、突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂに開口する係止孔Ｈ１に挿
入して係止させ、保護カバー５１の上部をフレーム２０に支持させる。
【００９２】
　そして、フレーム２０の裏面側から固定ねじＳＣ１を挿入して、挟持部５４の固定部５
８に挿通し、固定ねじＳＣ１の先端をカバー部材２８のねじ穴２８ａに螺入し、保護カバ
ー５１の挟持部５４を、フレーム２０の突出部２０Ｂとカバー部材２８との間に挟持して
固定する。これにより、装飾シート４１の上端部が突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂと挟持
部５４との間に挟持され、装飾シート４１の上部が表示部５２の内面から剥がれるのを防
ぐことができる。以上の作業により装飾用パネル４０をフレーム２０に取り付けることが
できる。
【００９３】
　上記構成を有するスロットマシン１によれば、光源Ｐの発光により装飾シート４１を照
明し、表示部５２に表示される装飾を際立たせることができる。そして、光源Ｐからコイ
ン受け皿３３に向かって照射された光を減光手段６１で減光し、対向部５３を透過してコ
イン受け皿３３に照射される光の光量を調整することができる。
【００９４】
　従って、適切な光量の光でコイン受け皿３３を照明でき、遊技者にとって眩しすぎず、
且つ、コイン受け皿３３上のコインの存否確認を容易ならしめ、コイン受け皿３３上のコ
インの取り忘れを防ぐことができる。
【００９５】
　特に、コイン受け皿３３の底板部３３Ａの強度を補強するために底板部３３Ａの底面に
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金属製の板部材が敷設されて、上方からの光を反射し易い構造となっている場合には、減
光手段６１によって適切な光量に減光することにより、遊技者が眩しく感じるのを有効に
防ぐことができる。
【００９６】
　そして、保護カバー５１の表示部５２と対向部５３が一体に形成されているので、上記
従来技術のように、光を透過させるための開口部等を保護カバー５１に開ける必要がない
。従って、針金等の棒状の異物が保護カバー５１を貫通して挿入されるおそれがなく、ス
ロットマシン１の設定状態を不正に変更する等の不正行為を有効に防ぐことができる。
【００９７】
　また、遮光プレート６２の大きさを変更したり、開口部６６の大きさを変更して対向部
５３を覆う範囲を増減することによって、コイン受け皿３３に照射される光の光量を簡単
に調整することができる。従って、例えば、スロットマシン１が設置される遊技場の照明
の明るさに応じて適宜変更でき、コイン受け皿３３を最適に照明することができる。
【００９８】
　また、透過光調整部６８を開口部６６から取り外して、異なる透過光調整部６８に交換
してもよい。例えば、光透過量が異なる透過光調整部６８に交換することで、コイン受け
皿３３に照射される光の光量を容易に調整でき、遊技場の照明の明るさに応じた適切な光
量に調整できる。また、例えば透過光調整部６８の色を無色透明から黄色などの有色に変
更することによって、照明装置の光源Ｐが照射する光の色と異なる色を有する光をコイン
受け皿３３に照射でき、コインを実際の色とは異なる色に見せる等の演出の幅を広げるこ
とができる。更に、例えば透過光調整部６８の形状を、光を拡散する形状のものに変更す
ることによって、コイン受け皿３３全体を照明することもできる。
【００９９】
　また、上記スロットマシン１によれば、開口部６６が情報表示部３４の上方に配置され
ており、照明装置の光源Ｐから照射されて開口部６６の透過光調整部６８を透過した光に
よって、情報表示部３４を照明することができる。従って、例えば、スロットマシン１が
設置された遊技場の室内照明が暗い場合であっても、情報表示部３４に貼付された証紙を
前面扉３の前方から容易に視認でき、証紙に表示された登録認証番号等の情報を取得する
ことができる。
【０１００】
　そして、情報表示部３４をコイン受け皿取付板３０に設けたことによって、証紙を情報
表示部３４に貼付する作業を簡単化することができる。従来のスロットマシンでは、証紙
は、装飾用パネルの内面に貼付されて照明されていたが、証紙の貼付作業は、スロットマ
シン１の組み立てが完了した後、スロットマシン１を遊技場に納品や設置する際に行われ
るので、スロットマシン１をわざわざ分解して、前面扉のフレームから装飾用パネルを取
り外す必要があり、かかる作業が煩雑であった。これに対し、本実施の形態におけるスロ
ットマシン１は、情報表示部３４が、コイン受け皿取付板３０に設けられているので、証
紙の貼付作業において装飾用パネル４０を取り外す必要がなく、簡単に貼付することがで
きる。
【０１０１】
　また、上記スロットマシン１によれば、装飾シート４１は、保護カバー５１の表示部５
２の内面に沿って表示部５２の上端から下端に亘って延在するように取り付けられて、装
飾シート４１の上端部が、フレーム２０の突出部２０Ｂの前面部２０Ｂｂと保護カバー５
１の挟持部５４との間に挟持され、装飾シート４１の下端部が、保護カバー５１の表示部
５２の内面と遮光プレート６２の第１フランジ部６３との間に挟持されるので、装飾シー
ト４１を保護カバー５１に簡単且つ確実に固定でき、装飾シート４１の剥がれや装飾シー
ト４１の位置ずれを防ぐことができる。
【０１０２】
　そして、保護カバー５１をフレーム２０から取り外し且つ保護カバー５１から遮光プレ
ート６２を取り外すことによって、装飾シート４１の固定を解除でき、装飾シート４１を
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保護カバー５１から簡単に取り外すことができる。
【０１０３】
　このように、装飾シート４１を保護カバー５１に簡単に固定し、また、取り外すことが
できるので、装飾シート４１を保護カバー５１に貼着する必要がなく、装飾シート４１を
保護カバー５１に取り付ける作業、及び、装飾シート４１を保護カバー５１から取り外す
作業を簡単化できる。
【０１０４】
　また、装飾シート４１を保護カバー５１から簡単に取り外すことができるので、装飾用
パネル４０をリサイクル処理する場合に、保護カバー５１と装飾シート４１に簡単に分離
でき、リサイクル処理を簡単化できる。
【０１０５】
　そして、装飾シート４１をスロットマシン１の機種名や遊技に関わるキャラクタ等が異
なる他の装飾シート４１に交換することによって、保護カバー５１を再利用できる。従っ
て、資源の有効的な再利用を促し、地球環境に優しいスロットマシン１を提供することが
できる。
【０１０６】
　尚、本発明は、上述の実施の形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しな
い範囲で種々の変更が可能である。例えば、上述の実施の形態では、減光手段６１として
、遮光プレート６２の場合を例に説明したが、光源Ｐからコイン受け皿３３に向かって照
射された光を減光できるものであればよく、例えば、減光する光透過性のシールを対向部
５３に貼付する構成としてもよい。
【０１０７】
　また、上述の実施の形態では、透過光調整部６８を交換することによって、コイン受け
皿３３を照明する光の光量等を変更可能であることを説明したが、遮光プレート６２を、
開口部６６の大きさが異なる他の遮光プレート６２に交換して、コイン受け皿３３を照明
する光の光量等を変更してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本実施の形態に係わるスロットマシンの全体斜視図である。
【図２】スロットマシンの前面扉が開いた状態を示す斜視図である。
【図３】スロットマシンの下部を正面から示す図である。
【図４】スロットマシンの正面下部を断面により示す図である。
【図５】装飾用パネルの背面斜視図である。
【図６】装飾用パネルの分解斜視図である。
【図７】係止爪による装飾用パネルの上部の取付状態を断面により示す図である。
【図８】固定ねじによる装飾用パネルの上部の取付状態を断面により示す図である。
【図９】装飾用パネルの下部の取付状態を断面により示す図である。
【図１０】装飾用パネルの下部を断面により示す図である。
【図１１】従来技術を説明する図である。
【符号の説明】
【０１０９】
１　スロットマシン（遊技機）
３　前面扉
２０　フレーム
３３　コイン受け皿
３４　情報表示部
４０　装飾用パネル
４１　装飾シート
４２　位置決め孔
５１　保護カバー
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５２　表示部
５３　対向部
５５　突起部
６１　減光手段
６２　遮光プレート
６６　開口部
６８　透過光調整部
Ｐ　光源

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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